
　皆様、こんにちは。
　ただいまご紹介を賜りました、農林水産省 農林水産技術会議事務局長の堺田 輝也でございます。

　このたびは、「JIRCAS国際シンポジウム 2024」が無事に開催されますことを、心よりお慶び申
し上げます。

　さて、世界では、気候変動などの影響により、食料需要の増加、食料生産・供給の不安定化がま
すます顕著になりつつあります。
　今夏は、観測史上最も高い平均気温を記録するなど、日本各地で高温による農産物の生育不良や
病害虫の発生など、農業現場に大きな影響を及ぼしているところであります。
　また、海外でも異常気象の発生により大きな被害がもたらされていると聞いております。
　このように、我が国を含め世界的な課題である気候変動に対応した強じんで持続可能な農業生産
を実現し、食料安全保障の確保を進めていくことは、非常に重要な課題であります。

　このような中、日本においては、2021年5月に決定した「みどりの食料システム戦略」に基づき、
2050年を目標年とした KPIを掲げ、調達、生産、流通、消費のフードチェーン全体で、生産力向上
と持続性を両立する取組を進めております。

　また、本年5月、食料・農業・農村基本法を四半世紀ぶりに改正し、「食料安全保障の強化」や「環
境と調和のとれた食料システムの確立」等を新たな柱に位置付け様々な施策を展開することとして
います。

　本日のシンポジウムでは、強靭な食料システムの構築に向けて、遺伝資源の多様性保全と活用、
国際的な連携強化について、当分野で大変活躍されておられる方をお招きしての講演ならびに議論
が行われる予定と伺っております。強じんで持続可能な農業生産の実現に向け、様々な視点から議
論を深められる大変良い機会になることを期待しております。

　最後になりましたが、本日のこのシンポジウムが実りあるものとなりますとともに、ご出席の皆
様の益々のご活躍、ご健勝をお祈り申し上げ、私のあいさつを結ばせていただきます。本日はまこ
とにおめでとうございます。

　2023年7月、国連事務総長は、地球温暖化 (global warming)の時代はおわり、地球沸騰化 (global 
boiling)時代の到来の兆候であると表現しました。そして先日の報道によると、2024年はほぼ確実
に史上最高に暑い年であり、産業革命期と比較して気温上昇が 1.5°Cを超える最初の年になること
が確実視されています。

　実際に、私たちは、干ばつ、集中豪雨などの異常気象が、農業の生産性に影響を与えているのを
目撃しています。グローバルサウス諸国は、干ばつや洪水により長引く食料安全保障の危機にさら
されています。また、記憶に新しいように、昨年日本でも猛暑の影響でコメの品質低下が起こりま
した。

　気候変動が作物の生産性と品質に悪影響を及ぼすことが懸念される中、世界の食料と栄養の安全
保障を維持する上で、レジリエントな作物開発の必要性がこれまで以上に高まっています。そのた
めには、気温変動・干ばつや洪水・不良環境・病害虫などのストレス耐性、同時に、効率的な水・
肥料利用を可能にする形質など、気候にスマートな作物遺伝資源の保全・利用が喫緊の課題です。

　国際農研では、レジリエントな作物を作出または生産するために必要な技術の開発や、熱帯性作
物の持続的生産に向けた遺伝資源の情報整備と利用促進技術の開発の連携強化に取り組んできまし
た。本シンポジウムは、作物遺伝資源に関する専門家をお招きし、地球沸騰化時代に強靭で栄養に
富んだ食料システム構築を実現するにあたり、遺伝資源の多様性と可能性、多様性を利用していく
ための制度整備の機会と課題を考えます。

　国際シンポジウムが有益な情報交換と活発な議論の場となりますことを祈念し、開催のあいさつ
に代えさせていただきます。

SAKAIDA Teruya
Director-General, Agriculture, Forestry and Fisheries Research 
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